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北海道は千島弧と東北日本弧の会合部にあたり，後期中新世から島弧火山活動が始まり，その活動域を移動させなが
ら現在まで継続している（例えば，廣瀬・中川，1999）。最近，170万年間では火山活動域は、南西北海道，大雪‐十勝‐
然別および阿寒‐知床の火山地域と、それらから離れた利尻火山となっている（中川・ほか，1995）。現在までの火山地
質学的研究および年代測定値の蓄積により、これらの火山地域では最近 20万年前後から、特に火山活動が活発になって
きたこと、またこれまでは火山空白域であった日本海東縁で新たに火山活動が始まっていることが明らかになってきた。
　阿寒‐知床火山列では阿寒～屈斜路地域でカルデラ火山群が活動を続け、知床半島では成層火山・溶岩ドーム群が

活動を続けている。カルデラ火山群では少なくとも最近 150万年間にわたり大規模噴火が継続しているが，約 21万年前
の屈斜路火砕流 VIII の噴火から、その噴出率は 1桁上昇した。20～10万年前には隣接する阿寒と屈斜路の 2つのカルデ
ラで大規模噴火が断続的に起こり、約 3.5万年前の KpIの噴火以後は、摩周火山に活動の中心は移り、そこでも高いマグ
マ噴出率で活動は継続している。また知床半島でも、30～20万年前に知床岳から斜里岳まで、ほぼ全域で火山活動があ
り (Goto et al., 2000)、この時期からの活動度の上昇が認められる。大雪‐十勝‐然別地域では、約 100万年前の十勝三
股カルデラの形成以降は安山岩質マグマによる成層火山・溶岩ドーム群が活動している。その中でも十勝岳火山群全域
での高密度の年代測定によると、50～30万年前には低調であった火山活動が、30～10万年前に火山群全域に広がり、マ
グマ噴出率が上昇していることが明らかになった。
　南西北海道でも洞爺～支笏のカルデラ火山群は、11万年前の洞爺火砕噴火から活動を開始し，その後にクッタラカ

ルデラそして支笏カルデラと大規模噴火が頻発している。そのため、南西北海道全域でのマグマ噴出率も、11万年前か
ら 1桁上昇している。また日本海東縁でも、渡島小島（10数万年前），奥尻島の勝澗山（30˜20万）や渡島大島などの火
山が，30～20万年以降に新たに活動を開始した。さらに他の火山域から約 200�離れた北海道北部で利尻火山が，20～
15万年前に活動を開始した。
　このように北海道では全域にわたり、火山活動の活発化と新たな火山の活動が 30～20万年前から始まった。これは

北海道全域に影響を及ぼすテクトニクス場の変化を反映している可能性がある。新生代の北海道を特徴づけるテクトニ
クス変遷としては、北海道中央部のユーラシアと北米プレートのプレート境界の存在、その南部での千島前弧スリバー
の東北日本弧への衝突、その後のプレート境界の日本海東縁へのジャンプ、あるいは北海道中央部から日本海東縁の範
囲でのプレート境界帯の形成がある（例えば，Kimura, 1986）。今回、指摘した 30～20万年前からの火山活動の活発化
は、島弧会合部におけるプレート境界の移動やゆらぎなどの広域的な応力場が関連していると考えられる。特に、その
時期に日本海東縁に沿って新たに火山活動を開始したことは、日本海東縁でのプレート境界での変化があったことを強
く示唆している。
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